Ⅳ．自己勘定間振替

利用先は、日銀ネットを利用して、自己勘定間振替の依頼を行うことができます。

１．利用先の依頼による自己勘定間振替
（１）「自己勘定間振替」の送信
利用先は、次の各号に掲げる自己勘定間振替を依頼する場合には、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：251401）に従い、「自己勘定間振替」を日本銀行に送信します。

イ、指定した金額について、自己の当座勘定からの引落および自己の当座勘定（同時決済口）への入金

ロ、指定した金額について、自己の当座勘定（同時決済口）からの引落および自己の当座勘定への入金

（２）「自己勘定間振替」の実行

日本銀行は、「自己勘定間振替」を受信した場合には、当該「自己勘定間振替」により引落を行う当座勘定または当座勘定（同時決済口）に引落資金が確保されているときに限り、当該「自己勘定間振替」の内容にもとづき、遅滞なく、利用先の当座勘定からの引落および当該利用先の当座勘定（同時決済口）への入金または利用先の当座勘定（同時決済口）からの引落および当該利用先の当座勘定への入金を行います。
この場合、日本銀行は、利用先に対して、「自己勘定間振替済通知」（2514-00100（注１）、2514-00101（注２））を送信します。

（注１）自己勘定間振替が自己の当座勘定（同時決済口）からの引落および自己の当座勘定への入金の場合に適用されます。日銀ネット障害時等に書面取引により自己勘定間振替を行った場合には2551-00200が適用されます。その場合の出力帳票は2514-00100と同様ですので、端末操作手順（業務処理区分コード：251401）を参照してください。
（注２）自己勘定間振替が自己の当座勘定からの引落および自己の当座勘定（同時決済口）への入金の場合に適用されます。日銀ネット障害時等に書面取引により自己勘定間振替を行った場合には2551-00201が適用されます。その場合の出力帳票は2514-00101と同様ですので、端末操作手順（業務処理区分コード：251401）を参照してください。
２．自動振替
日本銀行は、同時決済口入力締切時刻が到来した場合において、利用先の当座勘定（同時決済口）に残高があるときは、遅滞なく、自己勘定間振替を行い、当座勘定（同時決済口）の残高を零にします。

この場合、日本銀行は、利用先に対して、「自己勘定間振替済通知（自動振替分）」（2514-00200）を送信します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　       （2514-00200）
	　　自己勘定間振替済通知（自動振替分）
取引実行日  　　　　
当座勘定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       当座勘定（同時決済口）
取引通番　受付番号　引落口座   　　　　 　　          金額  　 　　　　　　　　残高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　（注１）　　　　　　　　　　　　　 円   　　　　　　　　　 円
当座勘定　　　

取引通番　　　　　　入金口座       　　　　　　　         　　　　　　　 当座勘定残高
　
　　　　　     　　　　　　　　　　（注２）　　　　　　　          　　　  　　　　　　　　　 円（注３）

担担保余裕額

　　　　  　　　　 円（注４）


（注１）振替依頼人等の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。

（注２）振替金受取人等の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。
（注３）当座貸越取引先の場合において、入金後に当座貸越であるときは、当座勘定残高の冒頭に符号「－」を付して表示します。
（注４）当座貸越取引先の場合に限り表示します（それ以外の場合には、項目名を含め表示しません。）。
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